
④

(南
伝
七

・
=
ユ
ニ
ー

=
二
四
)

⑤

(
南
伝
七

。
六
八
)

⑥

大
般
涅
槃
経
に
釈
尊
自
ら

の
言
葉
と
し

て

「
阿
難
よ
、
我

れ
に
依
り
て
説
か
れ
、
教
え
ら
れ
た
法
と
律
と
は
、
我
,が
滅

後
に
汝
等
の
師
な
り
」

(南
伝
七

・
一
四
二
)

⑦

釈
尊
が
王
舎
城

の
竹
林
精
舎
に
住
ん
で
い
ら
れ
た
時

の
あ

る
日
、
陶
工
の
家
で
病
床
に
あ
つ
た
バ
ッ
カ
リ
ー
比
丘
を
慰

問
さ
れ
た
・

バ
ッ
カ
リ
ー
は
病
床
に
臥
し
な
が
ら
、

「
大
徳

よ
、
す
で
に
久
し
く
世
尊
を
見
た
て
ま
つ
る
た
め
に
参
詣
し

た
く
願
つ
て
い
ま
し
た
が
、
も
は
や
私
の
体
に
は
、
世
尊
を

見
た
て
ま

つ
る
べ
く
参
詣
す
る
ほ
ど

の
力
も
な
く
な
つ
て
し

ま
い
ま
し
た
」
と
訴

つ
た
o
釈
尊
は

「
あ
あ
バ
ツ
ヵ
り
…
よ

こ
の
よ
う
な
朽
ち
行
く
肉
体
を
見
て
も
何
ん
に
も
な
ら
な
い

そ
○
バ
ッ
ヵ
り
ー
よ
、
法
を
見
る
も

の
は
我
れ
を
見
る
o
我

れ
を
見
る
も
の
は
法
を
見
る
σ
バ
ツ
ヵ
リ
ー
よ
、
法
を
見

て

我
を
見
る
我
れ
を
見
て
法
を
見
る
」
と
教
誡
せ
ら
れ
た
o

(南
伝

二
二

・
八
七
)

(雑
阿
含
四
七

・
二
五

。
増
阿
含
二

六

。
一
は
こ
の
語
を
欠
く
)
○

⑧

字
井
伯
寿
博
士
訳

「
阿
育
王
刻

文
」

(
南
伝
六
五

二

=

～
二
二
)

⑨

異
部
宗
輪
論
述
記

(中

一
七
)

⑩

「
雑
阿
含
」
十
二
に
古
仙
人
の
道
を
縁
起
法
な
り
ど
し

「
縁
起
法
者
非
我
所
作
、
亦
非
餘
人
作

・
然
彼
如
来
出
世
及

未
出
世
法
界
常
住
」
と
あ
り
、

「
増

一
阿
含
」
序
品
に
は

「

於
法
当
念
故

・
如
来
由
是
生

・
法

興
成
正
覚
」
と
あ
る
。

涅

槃

経

に

於
け

る
仏

性

説

に

つ
い

て

土

井

成

忍

大
乗

の
涅

槃
経
は
や
は
り
臨
終

の
説

法
と
は
な

つ
て
い
る
が
、

仏
入
滅
前
後

の
事
実
を
記
述
す
る
の
を

目
的
と
す
ち
の
で
な
く
、

法
身
常
住
を

説
い
て
、
仏
に
は
本
よ
り

生
も
な
く
滅
も
な
い
其
生

滅

の
相
を
現
ず
る
の
は
畢
竟
衆
生
利
益

の
為
で
あ
つ
て
唯
其
色
身

で
あ
る
と
言
う
高
妙
な
教
義
を
述
べ
て
い
る
o
所
謂
仏
性
を
論
じ

た
法
身
常
住
経
で
あ
る
o

一37一



そ
こ
で
涅
槃
経
に
高
く
か
か
げ
ら
れ
た

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と

は
、
法
身
常
住
、
無
有
変
易
と
結
び
つ
け

て
考
え
て
い
る
こ
と
で

仏
に
関
す
る
法
身
思
想
と
離
る
ぺ
か
ら
ざ
る
も

の
で
あ
る
・

元
来
仏
性
な
る
も
の
は
仏
陀
の
説
か
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

然
し
仏
陀
の
教
は
決
し

て

一
部

の
人
々
に
の
み
妥
当
し
得
る
も
の

で
な
く
し

て
、
実
に
普
遍
的
な

一
乗
道
で
あ
つ
た
o
如
何
な
る
人

々
と
雖
ど
も
仏

の
教
に
信
順
し
て
修
行
す
る
も

の
は
、
悉
く
仏
の

大
覚
に
到
達
し
得
べ
き
筈
で
あ
る
○
此
の
意
味
に
於
て
仏
陀
が

一

切
衆
生
に
仏
性
を
認
め
ら
れ
た
と
言
つ
て
も
決
し
て
誤
り
な
い
の

で
あ
る
o

で
は
こ
の
涅
槃
経
に

「
仏
性
」
が
ど
の
様
な
形
で
の
べ
ら
れ
て

い
る
か
。
先
ず
所
説

の
内
容
を
組
織
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
ょ
つ

て
、
何
故
に
涅
槃
経
に
仏
性
を
説
く
か
の
思
想
的

モ
メ
ン
ト
を
究

明
し
た
い
と
思
う
、

仏
性
説
は
こ
の
経
典
中
特
に
ボ
リ

ユ
ー

ム
の
あ
る
如
来
性
品
、

師
子
吼
菩
薩
品
に
現
れ
て
澄
り
、
各
方
面
か
ら
仏
性
を
説

い
て
い

る

の
で
簡
単

に
述
べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
所
説

を
大
別
す
る
な
ら
ば
、
次

の
六
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
考
察
す

る
こ
と
が
出
来
よ
う
o
即
ち
、
才

一
に
常
と
仏
性
に

つ
い
て
、
才

二
、
我
と
仏
性
に

つ
い
て
。
オ
三
、
空
と
仏
性
に
つ
い
て
。
オ
四
、

持
戒
解
脱
と
仏
性
に
つ
い
て
○
オ
五
、

仏
性
の
二
種
因
○
才
六
、

慈
悲
と
仏
性

の
六

つ
で
あ
る
○

先
ず
オ

一
の
常
と
仏
性
に

つ
い
て
は
経

の
巻
オ
十
四
に

「
仏
性

即
是
如
来
O
如
来
即
是
法
0
法
即
是
常
」

(大
正
十
二

・
四
四
五

・
下
)
と
の
べ
又
、
仏
性
は
虚
空
の
如
し
と
し

て
巻
オ
ニ
十
八
に

は
、

「
若
諸
衆
生
内
有
仏
性
者
〇

一
切
衆
生
応
有
仏
身
如
我
今
也

衆
生
仏
性
不
破
不
壊
不
牽
不
捉
不
繋
不
縛
○
如
衆
生
中
所
有
虚
空

若
使
衆
生
無
虚
箆
者
。
又則
無
去
来
行
住
坐
臥
不
生
不
長
」

(同
五

三

1
・
中
)
と
の
べ
又
仏
性
常

一
無
変
を
唱
え

て
仏
る
。
こ
れ
は

仏
性
が
永
久
不
生
の

「
常
」
と
永
久
不
滅

の

「
恒
」
を
有
す
る
永

遠
な
る
法
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る

の
で
あ

つ
て
、
涅
槃
経
が

こ
の
常
恒

の
意
味
を
現
わ
さ
ん
と
し
て
幾
度
も

「
本
有
今
無

・
本

無
今
有

三
世
有
法
無
有
是
処
」
を

の
べ

て
い
ゐ
○
こ
れ
は
本
有
を

以
て
永
久
不
生
も
現
わ
し
、
今
有
を
以

て
永
久
不
滅
を
と
き
、
而

し
て
過
於
三
世
に
依
り

て
常
恒
が
時
間
を
超
越
す
る
こ
と
を
顕
わ

さ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
o

㌧ノ ㌔ノ
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次
に
オ
ニ
の
我
と
仏
性
に

つ
い
て
は
、
巻
オ
七
に

「
我
者
即
是

如
来
蔵
義
〇

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
○
即
是
我
義
○
如
是
我
義
従
本

己
来
常
為
無
量
煩
悩
所
覆
。
是
故
衆
生
不
能
得
見
o
」

(
町

・
四

〇

七

。
中
Y
と
か
又
同
巻
に

「
世
間
之
入
亦
説
有
我
。
仏
法
之
中

亦
説
有
我
○
世
間
之
人
雖
説
有
我
無
有
仏
性
○
是
則
名
為
於
無
我

中
而
生
我
想
o
是
名
顯
到
○
仏
法
有
我
即
是
仏
性
。
」

(同

・
四

〇

七

・
上
)

と
説
い
て
い
る
○

こ
れ
は
所
謂
無
我
の
説
は
対
機
便
宜
の
説
法
で
あ

つ
て
、
仏
は

決
し
て
真
実
我
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
説
示
し
て
い

る
o
勿
論
仏
の
否
定
し
た
我
と
は
凡
夫
所
執

の
我
、
即
ち
我
執

の

我

で
あ

つ
て
、
決
し
て
宇
宙

の
本
体
と
か
、
心
の
真
体
と
か
言
う

我

で
は
な
い
○
消
極
的
説
明
の
方
面
よ
夢
恵
寧
ろ
積
極
的
説
明
の

方

面
を
力
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
○

オ
rξ
盤
と
孤
姓

落
つ
谿
て
は
、
巻
オ
ニ
十
七
に

「
仏
性
者
。
即

是

一
切
諸
仏
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
中
道
種
子
・
」

(同

・
五
二

三
下
)
と
111t
　
、
更
に
夊
同
巻
に

は
執
若
有
人
見
十
二
因
縁
者
即

是
見
法
℃
見
法
者
即
是
見
仏
。
仏
者
即
是
仏
性
o
」

(同

・
五
脚、一

四

・
上
～
中
)
と

の
べ
て
、

「
十
こ
因
縁
を
仏
性
と
な
す
」
と
も
、

「
中
道
才

一
義
空

の
種
子
」
と
も
名
つ
げ
、
す
べ
て
空
観

の

「
線

に
あ
る
も

の
で
あ
り
、
真
空
妙
有
、

不
二
中
道
義
の
基
盤

の
上
に

あ
る
も
の
で
あ
る
○

般
若
諸
経

で
は
空
を
以

て
オ

一
義
諦
と

な
し
、
即
ち
法
性
智
慧

涅
槃
と
な
す
が
、
涅
槃
経
も
又
全
く
同
じ
で
あ
る
○

オ
四
持
戒
解
脱
と
仏
性
に

つ
い
て
は
、
巻
才
七
に

「
一
切
衆
生

雖
有
仏
性
。
要
因
持
戒
然
後

乃
見
o
因

見
仏
性
得
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
O
」

(
同

・
四
〇
五

・
上
)
と

の
べ
更
に
同
巻
に

「
若
有

説
言
仏
説
中
道

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
煩
悩
覆
故
不
知
不
見
是
故
応

当
勤
修
方
便

壊
煩
悩
○
」

(
同

・
四
〇

五

・
中
)
等
と
説
い
て
、

仏
性
は
持
戒
に
因

つ
て
見
ら
れ
る
○
性
は
修
を
持
ち
、
修
は
性
に

ょ
つ
て
意
義
つ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
涅
槃
経
の
本
筋
で
あ

る
護
持
世
法

・
利
他

の
大
慈
悲
心
に
も
と
ず
く
菩
薩

の
持
戒
で
あ

る
大
乗
戒
を
強
調
し

て
い
る
。

こ
の
ζ
と
は
大
乗
戒

の
裏
づ
け
と
し
て
、
仏
性
説
を
述
べ
る
も
の

で
あ
る
と
み
ら
れ
る
反
面
、
仏
性
説
の
実
践
的
展
開
を
菩
薩
道
と

し
て
の
持
戒
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
○
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矛
五
仏
性

の
二
種
因
に

つ
い
て
は
、
巻
才
二
十
八
に

「
我
説
二

因

正
因
縁
因
○
正
因
者
名
為
仏
性
o
縁
因
者
発
菩
提
心
o
以
二
因

縁
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
如
石
出
金
○
」

(
同

。
五
三
三

。

中
)
と
の
べ
、

つ
y
い
て

「
仏
性
者
復
有
二
種
〇

一
者
是
色
〇

二

者
非
色
○
色
者
謂
仏
菩
薩
。
非
色
者

一
切
衆
生
○
」

(
同
上
)
と

の
べ
て
い
る
。

斯

の
如
く
仏
性

の
二
因
を
明
す
こ
と
は
涅

槃
経
に
於

て
、

一
切

衆

生
悉
有
仏
性
を
高
唱
し
、
人
を
凡

て
其

の
絶
対
価
値
に
於

て
見

、

人
格
の
尊
厳
権
威
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
そ
れ
が
同
時
に
仏

道
修
行

の
根
拠
と
な
り
基
体
と
な
る
仏
性
義
の
仏
教
的
展
開
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
○

オ
六
慈
悲
と
仏
性
に

つ
い
て
は
、
経
の
巻
オ
十
五
に

「
慈
者
即

是
衆
生
仏
性
o
如
是
仏
性
久
為
煩
悩
之
所
覆
蔽
故
○
令
衆
生
不
得

額
見
○
仏
性
即
慈
慈
即
如
来
○
」

(同

・
四
五
六

ご
中
～
下
)
と

説
き
、
巻
オ
三
十
二
に
は
、

「
大
慈
大
悲
名
為
仏
性
o
何
以
故
o

大
慈
大
悲
常
随
菩
薩
如
影
随
形
o
.
一
切
衆
生
必
定
当
得
大
慈
大
悲
o

是
故
説
言

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
o
」

(
同

・
五
五
亠ハ
。
下
)
等
と
、

是
如
く
積
極
的
に
慈
悲
喜
捨
が
仏

で
あ
る
と
の
べ
、
福
徳
智
慧
両

者
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
○

以
上
か
か
げ
た
引
用
文
に
ょ
つ
て
も

分
る
如
く
、

「
衆
生
が
悉

く
仏
性
を
有
す
し
と
か
、

「
仏
性
と
は
是
れ

一
切
諸
仏
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
中
道
の
種
子
で
あ
る
」
と
か
云
う
内
在
論
的
な
仏
性

の
み
で
な
く
、
又

「
仏
性
は
内
に
非
ず
外
に
非
ず
」
と
言
つ
て
仏

性
を

一
切
法
に
通
じ

て
明
か
し
、
そ
の
超
越
的
な
普
遍
性
を
も
強

調
し

て
い
る
の
で
あ
る
○

悉
有
仏
性
と
い
え
ぱ
衆
生
の
内
部
に
仏
性
な
る
も
の
が
存
す
る

こ
と
を
言
う

の
で
あ
る
為
に
如
何
に
も

、
衆
生
の
方
が
分
量
上
大

で
、
仏
性
は
小
な
る
も
の
か
の
如
く
理
解
,さ
れ
易
い
が
、
実
は
仏

性
は
固
然
た
る
実
体
で
あ
る
と
い
う
も

の
で
な
い
か
ら
小
で
あ
る

と
は
考
え
ら
れ
な
い
○
超
越
的
普
遍
性

を
有
す
る
仏
性
は
法
身

で

絶
対
無
限

で
あ
り
、
衆

生
の
全
体
す
ら

比
較
に
な
ら
な
い
。
法
身

に
包
摂
せ
ら
れ

て
衆
生
と
現
れ
て
い
る

の
が
実
際
で
、
衆
生
は
法

身
の
中
の
蠢
動
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
o

法
身
に
包
ま
れ
て
の
み
存

す
る
所
を
悉
有
仏
性
と
解
し
易
く
表
現
し
た

の
で
あ
る
o

こ
の
意

味
に
澄
い
て
、
衆
生
は
煩
悩
を
除
滅
す

る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
そ

の

性

(
菩
提

・
如
来
)
を
顕
現
す
る
こ
と
を
、
こ
と
さ
ら
に
強
調
し
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て
い
る
の
で
あ
る
o

そ
こ
で
支
那

の
学
者
は

「
経
」
に
菩
提
心
を
仏
性
に
非
ず
と
す

る

の
に
対
し
て
、

こ
の
正
因
も
縁
因
も
共
に
仏
性
と
名
づ
け
、
前

者

を
理
性
と
し
、
後
者
を
行
性
と
し
、
二
性
具
す
る
も
の
が
初
め

て
成
仏
可
能
で
あ
る
と
な
す
の
で
あ
る
o

こ
こ
で
理
仏
性
と
し
て
は
誰
も
法
性

の
理
を
本
体
と
す
る
か
ら

一

切
衆
生
皆
具
仏
性
と
い
い
、
行
仏
性
と
し

て
は
仏
性
を
具
す
る
と

具

せ
ざ
る
と
あ

つ
て
、
不
具
者
は
永
不
成
仏
と
説
く
。
か
ズ

の
如

く

教
理
か
ら
更
ら
に
派
生
し

て
来
た
の
が
即
ち
、
大
乗
涅
檠
に
於

て
最
も
特
色
あ
る
教
義

の

一
つ
で
あ
る
闡
提
成
仏
の
説

で
あ
る
〇

一
闡
提
思
想
が

「
大

涅
槃
経
」
に
来

つ
て
非
常
に
問
題
に
さ
れ

た

の
は
、
必
ず
之
を
誘
発
す
べ
き
事
情

の
あ
つ
た
事
を
想
わ
し
め

る
○
そ
れ
は
大
乗
非
仏
説
論
の
抬
頭
で
あ
る
○

そ
う
し
て
経
の
中
に
は
成
仏

の
機
を

の
べ
る
所
に
於
て
は
常
に

一

闡
提
を
除
外
し
て
い
る
Q
だ
が
し
か
し

一
切
衆
生
悉
く
仏
性
を
有

す
と

せ
ぱ
闡
提
に
於
て
の
み
之

を
欠
く
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
o

彼
の
法
顕
本
と
無
讖
本
と
で
は
、
そ
の
内
容
に
大
き
な
相
異
が

見
ら
れ
る
。
即
ち
、
法
顕
本
に
も

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
の
説
は
唱

え
て
い
る
が

一
闡
提
だ
け
は
之
を
除
外

し
、
秋
毫
菩
提
の
因
を
有

せ
ざ
る
も

の
な
し
o
と
し

て
い
る
が
、
無
讖
本
に
あ
つ
て
は
悉
有

仏
性

の
説
か
ら
当
然
の
帰
結

で
あ
る
闡

提
も
亦
成
仏
し
得
る
こ
と

に
重
き
を
訟
い
て
い
る
○

と
こ
ろ
で

一
闡
提
思
想
そ
の
も

の
よ
り

「
大
般
涅
槃
経
」
を
見

直
す
な
ら
ば
、
本
経
は
三
段
に
分
け
ら

れ
る
。

「
経
」

の
初
め
と

終
り

の
間
に
は
大
な
る
相
違
が
あ

つ
て
、
経
の
前
半
に
於
け
る

一
、

闡
提

の
不
成
仏
到
底
治
し
難
い
と
せ
ら

れ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
も
悪
を
制
し
、
罪
を
憎
む
道
徳
的
立
場
で
あ
る
o

後
半
に
於
け
る

一
闡
提
成
仏
は
す
で
に
犯
し
て
し
ま
つ
た
悪
や
罪

に
対
し
て
は
止
む
を
得
ず
こ
れ
を
許
し
哀
れ
む
宗
教
的
立
場
で
あ

る
○元

来
人
心
は
動
的
で
あ
つ
て
、
決
し

て
固
定
し

て
い
る
も
の
で

は
な
い
c
嘗

て
闡
提
で
あ
つ
た
も

の
が
、
常
に
闡
提
の
地
位
に
止

ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
。
だ
か
ら
闡
提
が
闡
提
で
あ

る
間
は
仮
令
ひ
仏
た
る
素
質
が
あ
る
と
し
て
も
、
到
底
仏
た
る
こ

と
を
得
な
い
・
是
れ
が
即
ち
闡
提
不
成
仏
説

の
由

つ
て
起
る
所
以
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で
あ
る
○

既
に

一
切
衆
生
に
仏
た
る
素
質

の
備
わ
る
こ
と
を
許
す
以
上
は

内
外
幾
多

の
因
縁
に
由

つ
て
、
不
信
者
が
信
者
と
な
る
事
は
当
然

有
り
碍
る
こ
と
で
あ
る
○

こ
れ
を
闡
提
成
仏
と
い
う
。
此

の
間
に
は
蒔
間
の
観
念
を
容
れ
る

こ
と
を
要
す
る
の
で
、
始
め
は
關
提
で
あ

つ
た
が
後
に
非
闡
提
と

な
り
成
仏
す
る
と
い
う
意
義

で
あ
り
闡
提
其
者
が
成
仏
す
る
と
言

う

の
で
は
な
い
○
何
れ
も
宗
教
的
道
徳
修
養
に
ょ

つ
て
同

一
解
脱

に
達
し
得

る
と
な
し
、
人
間
的
自
覚
の
上
に
立
つ
て
万
人
の
成
仏

を

認
め
た
の
で
あ
る
○
人
間
性
喪
失
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
現

代

の
精
神
文
化
に
於
い
て
、
正
し
く
見
直
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
不
朽
の
真
理
で
あ
る
。
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